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平成２５年度第１回巡検会「五ケ瀬地域地質巡検会」報告

寺田昂世＊

はじめに

２０１３年４月２０日に宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町

において今年度初の巡検会が行われた．

今回の巡検会では熊本第一高校や第二高校の

地学部の生徒約２０名も参加し，貸切バスを利用

して五ヶ瀬へと向かった．午前中はStopｌ～３

を回り，天候の関係でStop2は予定されていた

登山から大石層の露頭の観察に変更した（図1)．

午後はStop４，５にて化石の採集や溶結凝灰岩が

つくる滝の観察を行った（図２)．
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図ｌ祇園山付近の巡検地の位置（国土地理院発行「通
子国土」のｌ:25000地形図の一部を使用）
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図２馬見原西側付近の巡検地の位置（国土地理院発行
｢電子国土」の１２５０００地形図の一部を使用）
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ここから東北東方向に位置する祇園山周辺に

は，シルルーデボン系祇園山層が分布している

(斎藤・神戸，1954)．祇園山層は岩相に基づい

てＧ１～Ｇ４層に区分されている（浜田，1959)．

この地点にはＧ２層の石灰岩を含む牒岩が観察さ

れる．この石灰岩喋中にハチノスサンゴやクサリ

サンゴの化石が観察できた（図３)．

Stop２．大石層

松本・平田(1970)は，大石層から後期ジュラ

紀のアンモナイトの産出を報告した．また上部の

泥岩層からは，ジュラ紀後期の放散虫化石が報告

されており（村田，1992)，現在モルタルが吹き

付けられている露頭からは後期三畳紀を示唆する

Tbsqpecre"s蛇"&"s"z"A"(Kobayashi)の産出が報告

されている（曽我部ほか，1995)．三畳紀の二枚

貝化石を含む砂岩はブロックとして上部ジュラ系

のタービダイト相に混入しており，ジュラ紀後期

に乱泥流や海底地すべりを伴う堆積物重力流によ

って混入したものと考えられている(曽我部ほか，

1995)．

Stop3．濃緑色の酸性凝灰岩の採集

ここでは祇園山層Ｇ４層の酸性凝灰岩の採集を

行った．この酸性凝灰岩は，海底火山にて火山灰

が堆頼したものと考えられている．火山灰と共に

シリカに富んだ粒子も堆積するため，一見チャー

トのように見えるものも生じる．そのため，チャ

ートとの区別が難しく，教育現場で取り扱う際に

は注意を要する．

今回採集した酸性凝灰岩は，玄武岩質である

ため，きれいな緑色を呈している（図４)．鏡下

ではvitroclastic構造を観察でき，しばしば保存
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Stop4．白亜紀（アルビアン）の化石採集

尚畑1Ｗの泥淵ル1に含まれるＰ/どﾉｗﾉ･jgo"/‘

(P/cJひ"･igo"/(ﾉ)/〔ﾉﾉＷﾉ〔"cwsAmashiroandT1anakaなど

を採集した（間５)．尚畑附はアルビアン後期の

地脚で，洲1をもとにド部臓の砂岩優勢〃1と'二

部隅の赤色牒淵優勢〃1に区分されている（IllII1

ほか，１９９７)．下部肘は主に灰色巾～細粒塊状

砂岩からなり，この塊状砂洲から三角貝をはじ

め，２０樋近い-二枚典をi畠とした化ｲiが産'1Ｉする．

この＃1準から産川する化ｲiには，／1s/("．/G(ﾉｌｗﾉ‘/ど）

jﾉα/‘ｗＩ.9ﾙﾉﾉ.｡ｅ"‘lWTaslliI･ｏａｎｄＴａＩ１ａｋａ，Ｒ“α〃･ｉｘ

(陥c/oﾉ･伽)〃ぬ'(にα"ど"”'mashiroaI1d'I1anakaなどが

ある．
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図３採典したハチノスサンゴの化価 似１５採集した化ｒｉ（プテ1-1トリゴニアの外形の印象）
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今回の巡検では，４億３千〃年前に堆積した

九州で鼓も古い地価である祇剛'11肘の観察に始ま

り,チャートとのⅨ別が雌しい酸性凝灰岩の採集，

前期白亜紀墓枚j,』化:、の採集，さらに溶結凝灰料

のつくる滝の観察など，111冊広く多くのことを学ぶ

ことができ，地学のおもしろさを様々な面から実

感することができた．

妓後に巡検会の際に、祥細な資料をご準備い

ただき、それをもとにｒ寧な解脱をしてくださっ

た111巾均先生，ｉｔびに巡検会の企両運営をしてく

■
到
、
一

子

不良の放散虫化ｲｱを含んでいるため，海成の凝灰

岩であることが判る（浜111,1959)．

Stop5．鵜の子滝：溶結凝灰岩がつくる滝

溶結凝灰岩によってつくられた滝を川の反対側

の車線より観察した．Aso-lの溶結凝灰岩の柱状

節理を滝のﾊﾐｲTの岸壁に砿認することができた．
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ださった村本雄一郎先生に深く感謝の意を表し，

巡検会報告とする．
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